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大学院理工学研究科 共同サステナブル工学専攻

質量分析・X線分析を用いた環境試料・材
料の化学評価、CO2鉱物固定化技術開発
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理工学研究科 共同サステナブル工学専攻

同位体化学、X線分析、無機分析、岩石、環境影響評価、CO2鉱物固定化

先端化学分析機器を用いて、化学分析手法の開
発や化学分析に必要な標準物質の作成を行って
います。また、私の専門は環境科学でもあり、
過去と現在の地球環境を物質科学の側面から理
解するべく研究を行っています。例えば、二酸
化炭素を鉱物として固定化し利用することを目
指し、炭酸塩鉱物の形成プロセスを解明する研
究を実施しています。この他に私の主な研究
テーマとして、① 深部地震発生領域における
流体―岩石反応の解明、②地下水の起源推定と
岩石との相互作用、③生体内における金属元素
挙動に関する研究（秋田大学医学系研究科との
共同研究）等があります。研究は国内外の
フィールド調査や各種化学分析、データ解析を
通じて行っています。

環境科学、化学分析

CO2鉱物固定化技術の提案、環境試料中
の有毒・汚染物質の評価、目的に応じた
最適な試料調製法と無機化学分析の提案

先端の分析技術を用いた化学分析による水や岩石

といった環境試料の評価を行います。また新たな
CO2鉱物固定化技術開発を行っています。


